
 

船舶事故調査報告書 

平成３０年７月１８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成３０年１月２３日 ００時４９分ごろ 

発生場所 香川県小豆
しょうど

島町地蔵
じ ぞ う

埼西方沖（備讃瀬戸東航路） 

 地蔵埼灯台から真方位２６４°２.５海里付近 

 （概位 北緯３４°２４.７′ 東経１３４°１１.２′） 

事故の概要 貨物船DONGMYUNG
ド ン ミ ョ ン

 ACE
エース

は、東南東進中、また、貨物船第二十さだ丸

は、東南東進中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 平成３０年１月２５日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 DONGMYUNG ACE（大韓民国籍）、１,７２２トン 

   ９１５２３２５（ＩＭＯ番号）、DONGMYUNG SHIPPING CO.,LTD 

Ｂ 貨物船 第二十さだ丸、４８８トン 

１３４２０７、盛徳海運建設株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（大韓民国籍）、二級航海士免状（大韓民国発給） 

航海士Ａ（ミャンマー連邦共和国籍）、締約国資格受有者承認証 

二級航海士（大韓民国発給） 

Ｂ 船長Ｂ、四級（航海） 

  航海士Ｂ、六級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 船尾部外板に凹損 

Ｂ 球状船首に凹損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風速 約２.０～３.０m/s、視界 良

好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 上げ潮の末期（宇野）、潮流 西流約

０.９ノット（kn）（備讃瀬戸） 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａ及び航海士Ａほか９人（大韓民国籍２人、ミャンマ

ー連邦共和国籍６人、インドネシア共和国籍１人）が乗り組み、法定

灯火を表示し、航海士Ａが甲板手１人と共に船橋当直につき、備讃瀬

戸東航路を約９kn の速力（対地速力、以下同じ。）で自動操舵により

東南東進していた。 

 Ａ船は、航海士Ａが、追越し船であるＢ船が十分に安全な距離をと

ってＡ船を追い越すものと思い、航路に沿って針路及び速力を保持し

ていたところ、Ｂ船が船尾方至近に接近していることに気付き、船橋

から昼間信号灯で注意喚起を行うとともに汽笛を吹鳴したものの、船

尾部とＢ船の球状船首とが衝突した。 

 Ｂ船は、船長Ｂ及び航海士Ｂほか４人が乗り組み、法定灯火を表示



 

し、航海士Ｂが単独で船橋当直につき、備讃瀬戸東航路を約１１kn の

速力で自動操舵により東南東進していた。 

Ｂ船は、航海士Ｂが、レーダーで正船首方にＡ船を認めた際、針路

を左方に約３°変更したので、Ａ船の左舷側を通過すると思い、携帯

電話を操作しながら東南東進中、ふと前方を見たところ、船首方至近

にＡ船を認め、回避することができず、Ａ船と衝突した。 

分析  

 

 Ａ船は、備讃瀬戸東航路を東南東進中、航海士Ａが、追越し船であ

るＢ船が十分に安全な距離をとってＡ船を追い越すものと思い、Ｂ船

に対する見張りを適切に行っていなかったことから、Ｂ船が船尾方至

近に接近していることに気付くのが遅れ、Ｂ船と衝突したものと考え

られる。 

Ｂ船は、備讃瀬戸東航路を東南東進中、航海士Ｂが、レーダーで正

船首方にＡ船を認めた際、針路を左方に約３°変更したので、Ａ船の

左舷側を通過すると思い、携帯電話を見ていてＡ船に対する見張りを

適切に行っていなかったことから、西流約０.９kn の潮流を受けてＡ

船に接近する状態で航行していることに気付かず、Ａ船と衝突したも

のと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、備讃瀬戸東航路において、Ａ船及びＢ船が共に東

南東進中、航海士Ａ及び航海士Ｂがいずれも見張りを適切に行ってい

なかったため、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・自船に接近する他船を認めた場合、安全に通過するか否かを判断

できるよう見張りを継続して行うこと。 

 ・他船を追い越そうとする場合は、常時適切な見張りを行うととも

に追い越される他船の進路を避け、十分に安全な船間距離を保つ

こと。 

 


